ＣＥ分科会　各位

2014年10月22日

金谷　記

化学工学会ＳＩＳ部会

コストエンジニアリング分科会(関西分科会)議事録

１．日時　　2014(H26)年10月21日(火) 15：00～17：30

２．場所　　神鋼EN&M 105会議室
３．出席者（順不同）岡本、大石、清水、奈良橋、金谷、平井、川端、藤井 (計8名)
４．報告・議題

（1） 第46回秋季大会(於：九州大学 9月)について
· CE分科会シンポジウム「グローバル化の進展と国内空洞化に対応するコストエンジニアリング」に6名(鹿子島、寺澤、藤井、金谷、大石、岡本)が講演発表した。
· 60名の会場に約40名が聴講され、近年にない盛況だった。
（2） SIS部会の幹事会(9月18日)について
· SIS部会の幹事会で配付された資料に基づき、報告があった。幹事会で審議された会計処理、会員情報、交付金分配理由書などについて、部会の方針に従って今後CE分科会としても対応することにした。
（３） 論文集の作成と発行について
· これまで2年に1回のﾍﾟｰｽで作成、発行している論文集について、2012.5のｾﾐﾅｰから2年が経過しており、作成するとすればどのような形にするか討議した。
· 作成についての反対意見はなく、論文集のネタとして2012.9～2014.9に発表した秋季大会3年分の論文(14件)をﾍﾞｰｽに作成することで同意が得られた。
· 冊子として発行するにはそのための論文を各自で作成する必要あり、時間と労力がかかり大変である。2009年度版(2010.5発行)と同じCD形式にすれば短時間でそれほど労力もかからず発行出来るとの結論に至った。
· 関東と足並みを揃える必要あるが、予定として、挨拶文、目次、ﾃﾞｰﾀの収集を11月末までにまとめる（金谷）。その後、平井さんがCD化を担当し、12月末までに30部作成することにした。
（4） 来年の秋季大会参加について
· 第47回秋季大会は2015.9.9-11に北海道大学で開催される。当分科会として参加するか討議した結果、関西としては例年通り参加の意向とした。本件も関東と相談が必要。
· 1月にシンポジウムの申し込みがあるので対応する。
（5） 来年度の人事刷新について
　. 分科会規定では役員の任期を2年間としている。2013.3に斎藤前会長が突然辞任されて来年3月で2年経つので、改選が必要。

. 再任は妨げないとの規定があるが、金谷は来年11月末で退職と同時に本会も退会する予定であり、4月からの活動として、新会長および新幹事を決める必要あり。

. 関東分科会とも協議した上で、立候補者がいない場合、候補者を推挙、絞っていくことにした。
（６） その他報告
· ＨＰの更新を11月の関東分科会の後で、部会に申請する。（平井）
· 年鑑は10月号に掲載された。なお、作成の謝礼金3,592円は会費外会計に計上した。

· 第80回年会は2015.3に芝浦工業大学で行われる。幹事会出席要。

· 名簿の確認をした。一部更新箇所があった。

· 交通費の申請は金額と領収書添付、指定口座を明記の上、川端さんと金谷に送ること。

（７）３分間スピーチ

· エンジニアリング企業の産業分類について(岡本)

· 中小企業ﾆｭｰｽより「防災機能強化・エネ高効率利用のゴミ焼却炉施設に建設費交付」（藤井）

· 次回は2月初旬に開催予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

